
4．E型肝炎の状況   

（1）E型肝炎は通常は経口感染が主な感染経路である。潜伏期間は2～9週間であ  

る（平均6週間）。また、感染初期にウイルス血症を起こすため、輸血による感  
染を起こすおそれがあり、国内での輸血による感染が3例報告されている（平  

成14年、16年及び平成12年当時の保管検体の調査研究による例（平成16  

年報告））。   

（2）現在厚生労働科学研究班（主任研究者：三代俊治東芝病院研究部長）において、  

E型肝炎の疫学調査を進めている。   

5．今後の対応  

（1）E型肝炎は通常は経口感染が主な感染経路であることから、豚由来の食品や野  

生動物の食肉は十分に加熱調理を行うよう営業者及び消費者に対し、再度周知  

徹底する通知が食品安全部から発出されている（平成16年11月29日）。  
（2）HEV－NATの迅速な実施のため、機械化・自動化に向けて取り組むこととして  

いる。また、献血における問診強化・HEV検査の北海道での試行的な対策の効  

果及び疫学調査の動向を踏まえ、現在、研究的に全国でのHEV抗体検査を実  
施し、これらの対策の拡大を検討することとしている。  
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供血着発の遡及調査により、輸血用血液製剤でHEV（E型肝炎ウイルス）  
感染が疑われた事例  

（1月19日報告改訂）について   

1．経緯  
平成18年1月19日、供血者発の遡及調査により供血者のHEV個別NAT陽   

性が判明し、当該血液に由来する輸血（赤血球濃厚液）を受けた症例でHEV感染   
の疑い事例があったとの報告が、日本赤十字社からあった。   

2．事例  
患者は、平成17年12月20日に心臓外科手術のため、輸血を受けた50歳代   

の男性。輸血後の平成18年1月16日の血液検査でHEV－RNA陽性（但しHEV   
抗体はIgM，IgG共に陰性）が確認されたが、同日まで抗体も陽転していないもので  
あり、ALT値の顕著な上昇もなく、肝炎は発症していない。患者は既に退院した  
が、その後ウイルス量は増加し、1月30日には約9万コピー／mLとなるが、2月13   
日現在では100コピー／mL程度まで低下。抗体はIgM，IgG共に2月13日に陽転し、  
ALT／ASTは2月6日にそれぞれ61／41IU／L、2月13日には31／24rUILとなった。  

2月20日にHEV－RNAは陰性化し、4月24日にIgM抗体が陰性化した。一方、   
ALT／ASTは3月20日まで増減なく推移していたが、4月24日123／68rU几に上昇し  
た。   

3．感染についての状況  

（1）輸血された血液製剤について   

①当該患者に投与された赤血球濃厚液の供血者数は1人（12月13日採血）。   
②当該供血者と同一の供血者に由来し、同時に製造された原料血祭は確保済み。  

（2）供血者個別NAT  

供血者個別NATは陽性。供血者と患者のHEV塩基配列の相同性については、  
ORf1326塩基とORF2 412塩基の二領域において、 塩基配列は患者の塩基配列  

と全て一致した。保管検体・患者検体いずれもジェノタイプⅠⅠⅠであった。  
（3）供血者に関する情報   

① 供血者の海外渡航歴はなく、献血25日前に動物種不明のレバーを十分加熱して  
食べていた。   

② 供血者のALT値は、献血時には正常範囲内。郵血後24瑚しし  
HtiV－NAT陰性、HtIV抗体はL巳G、lヒM特に陽転してし」たが Al．T値Ei電動し  
ていなかった。   

③ 当該供血者の供血時の試行的なミニプールHEV－NATが陽性となり、個別NA  
T陽性を確認。   

4．E型肝炎の状況   
（1） E型肝炎は通常は経口感染が主な感染経路である。潜伏期間は2～9週間であ  

る（平均6週間）。また、感染初期にウイルス血症を起こすため、輸血による感  
染を起こすおそれがあり、国内での輸血による感染が4例報告されている（平  

成14年、16年、17年及び平成12年当時の保管検体の調査研究による例（平  

成16年報告））。  

（2）現在厚生労働科学研究班（主任研究者：三代俊治東芝病院研究部長）において、  
E型肝炎の疫学調査を進めている。   

5．今後の対応   

（1）E型肝炎は通常は経口感染が主な感染経路であることから、豚由来の食品や野  
生動物の食肉は十分に加熱調理を行うよう営業者及び消費者に対し、再度周知  
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徹底する通知が食品安全部から発出されている（平成16年11月29日）。  

当該患者及び供血者の臨床経過を注意深くフォローする。  

HEV－NATの迅速な実施のため、機械化・自動化に向けて取り組むこととして  

いる。また、献血における問診強化・HEV検査の北海道での試行的な対策の効  

果及び疫学調査の動向を踏まえ、現在、研究的に全国でのHEV抗体検査を実  

施し、これらの対策の拡大を検討することとしている。  
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平成18年度感染症報告事例のまとめ（前回報告分以降）について  

1 平成18年4月10日報告分から18年7月19日までに報告（新規及び追加）があった感染症報告（疑い   
事例を含む。供血者からの情報により開始した遡及調査によるものを除く。）は、輸血用血液製剤65件、血  

剤1件である。輸血用血液製剤の内訳は、  製
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後に感染症検査でHBs抗原（又はHBV－DNA）等が陽転した事例は34例（うち、輸血後NATで陰性又  

は輸血前後で陽性は9例）。  
血液製剤を提供した献血者の保管検体の個別N A T陽性の事例は1例。  
輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は4例（劇症化例含  

む。）である。  
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前後に抗体検査（又はHCV－RNA）等が陽転した事例は14例（うち、輸血後NATで陰性又は輸血前後で  
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1）細  菌等感染報告事例において、血液製剤を提供した献血者の保管検体の無菌試験陽性事例は0例である。  
輸血後に死亡（原疾患又は他の原因による死亡を除く）したとの報告を受けた事例は1例。  

（2）／くルポB19感染症例（供血者と受血者のウイルス塩基配列一致）は1例。E型肝炎感染疑い事例は1  
例（既報告の追加情報。主治医が因果関係を否定）である。   

6 血祭分画製剤での報告事例   
輸血（上記報告済み）と併用されたアルブミン使用症例1例（原料血渠等は陰性）。人ハブトグロビン（ハ   

ブトグロビン）、フィブリノゲン加第13因子及び加熱人血渠タンパク使用症例1例は、原料等のN A T調査中。   



2008／8／10  
国内⇔血例   

輸血によるHBV感染報告例（疑い例を含む。）  

供血書■性事例  

相木の贋料血  
欝、4本の輌♯凍  
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国内輸血例  2008／8／10  

H  

H  

dM－）  

H  

亡IA（◆）  

PH∧（－）  

H  

（○  

27本の肝料血 欺、8本のホ鮮凛  
H88入京－）  

ウエノフロプリン  
A脚  3－（袷0さ】  2801／8／5  2008／8ノ16  新鮮凍結人血輯 人赤血月■∬液（放射■照射）  男  88  消化蓼疾患  B聖肝炎  2005／10－11 20¢5パ【トl†   （05／○鋸 H8V一釧A（－）  ル1   

（05／1D）  H  ■寺死亡例（■■） （●血との書道性ありとの担当  38■位 18暮位  14／2g    ♯血幣，】8本の 赤血球M▲Pを＃ 通庸料血欒は   
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11本確保済み、 新鮮凛編血幣は  見♯）   

H  8本確保済み。   
H  

H  

（0  
H  

（○   

2005／10－  

2006／4  H  
死亡（肝性  

人血小坂■庫液（放射線照射）  2∝〉5／†¢－  H  ■書死亡例（■暮）  18★の庸糾血  ■睡による  
人血小楯濃■彊  之088／3  （肝性書■による死亡。●血と   死亡。Il血  
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2005／tO－  （0   
の櫻当匿コ  

2∝）8／4   
メント）  
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血球MAPを製  

－rO800（泊74  3－0も101  2008／7／7  2008／7／20   新鮮凛結人血緊  女  TO  急性心筋梗塞、心重 隋  8型肝炎   200＄／84 ヱ00る／04  

中破裂  2006／04   
人血小板▲肝癌（放射♯冊射）  施予定  10斗位 8斗位 10単位  3／10      遭。原料血禦は1 本廃棄済みでg 本は使用の有ホ  輪講み。   

を鋼暮中。新鮮  
凛鰯血祭は欄層  
済み。   

H  

H  

H  

人赤血球よ庫液  保t機体13  
14単位  

3－¢8103  2¢06／7／†1  2＋位  中幕度  乗回攫  
人赤血球∬す濱（放射■照射） 人血小楯濃厚液  男  70  悪性リンパ詳  8型肝炎  2004／08一 2005／04 2005／04 2005／03－04  HBsA正一） （04／0丁】     H （ H H  

3ロー位   

oAbト）  

H  

（   

H  

8本の原料血♯  

ユー06105  2008／7ノ18  人赤血球よ庫液（放射は照射）  女  80  サ折   B型肝炎   

200t〉／04  HB事A武一） （03／10）   （ H H H （   る単位  l／る   を撃遷し、使用 の有無を紳士 中．    中零度  軽快  
2／8   



2006／8／10  国内輸血例  
2本の原料血弊、  

HBV－DNA（十）  傑t機体2本  
一本の新鮮凛噸  

2（氾6／82  H8V－DNA（一） ／   H8一人■（－） H 
血欺を＃遺。廣  

a一【帽1鵬  200t；／7／19  人赤血球1躍液   舞  70  消化書■■  8型肝炎  （耶02〉    8■仙（－〉  4暮位  1／2     ≠血韓は使用の  軽徽  不明  
（朋／05）   絶予定  青★を臍董中。  

簡♯凍結血蝮は  
確保済み。  

H8事A〆◆）  
l事の衝料血幣、  

11M－H8dbト）  像■機体8本  
l事の■■■■  
血難、8本の赤血  

3－06107  2購／丁／柑  新鮮凛緒人血艶   ■  40  消化書痍▲  8型肝炎   2（船6／02－05  H8盲∧d－） （0る／01）    （耶／08） H8sA〆◆）  
18■他  3／8     球目APを＃遭。  

l■M一日Bd以◆）  施予定  層料血蛛は使用  
【08／OT）   

の青書を■暮  
中．   

H8iA〆－）  優t機体2本  

3－08108  2000／7／19  人赤血嘩■躍濱（放射線照射）  女  80  不明   8璧肝炎   2∝18／03   H8t仙（－） H【lcA扉－）  
l単位  ■t中  鱒暮中  軽徽  鱗董中  

（08／03）   施予定  

●血後NATで陰性又は   
●血前後で鶴性  

H  

（  

ユ本の仰料血攣  
A－080∝旧t  3一口印4¢  2000／4／13  2（〉08／4／28  人赤血球濃ヰ濃（放射は照射）  女  30  出血   8型肝炎   ○（i／02  H日●A■（－） （05／08）    H H H  5■位  0／3   を♯遺し、全て  中書虔  不明  

保済み．  

】  
／03）   

H  

H日暮A正一）  3本の簾料血無、  

A－00ml  3－Dる050  2（購／4／21  2008／5／2  人赤血球■犀濱 人赤血球濃す液（放射≠照射）   2006／○ユ   H8cAb（－） H【l■A叫－） （08／02）  

男  50  泌陣場■■ 肝環欄痍鳥  B型肝炎  
4■位 2■位  0／3   1事の新鮮沈積 血攣を製遺。全  軽傷  兼画壇  

H  
て確傑済み。  

（   

H  

榛董轄臭を受けて、担当医よ  3本の原料血欒  
リ鳥書が■血前よりHBV剛性  

A－－00000024  3－08058  2α鳩／5／2  2008′5／lT  人血／小橋1厚液（放射線照射） 人赤血球濃書漬（放射■照射）  女  gO  ＝ ＝二   であったことから●血血液との  
畦≠  未伺壇  甘型肝炎   

2∝18／04 2∝沌／01  HEl8A正一） H8V－DNA（◆） （08／¢り   H H H  
句集剛体なしとのコメントあり．   ン■  

（   

8本の原料血幣． 8本の新♯凍鰯  

人血小坂文庫液（放射托照射）  
Ht】5人d－）  10◆位  

2∝〉¢／03 2∝】6／03  

血欺、5本の赤血 球MAP書生遣．  
A－0600（X）2  8型肝炎  2【抑○／0：I   H白■A扉 

12■位 10■也  I／12      席料血欒は4本  

断♯凍結人血難   確保済み。凛編  

ヰゝ 凹   血♯は丁本確保 済み．   
H8  

3／8   
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■転乗碓馳事例   



2008／8／10  

もG帥Ot叩■Ⅱ（2暮）であった。   

♯血後NATで陰性又は  
●血前後で隕性  

人赤血球濃厚瀧（放射線照射）  

5／8   



国内輸血例  

蘭群血欒1本電  
A－D8m3  200も／01   2ヰ也  ○／1  不明  

み．  

2本の闊精血攣、  
1本の簡■凛鐘  
‖・・lし  

A－0¢00003   2005／†1  HGV∧扉－） （05／10）  HGVAb（◆） （08／引  ♯性（■血蘭） 瞳性（●血撞）  NAT（一）  
1／2  不明  

偉藩れホ鮮凛  
帝▲紳士社長済  
み。  

2本の呼熱血炸、  
2ヰの赤血球  

4■位．  2ノ2    仰鮮引耶L傭  
＃血欝は捷用の  
雷九を鱒暮中。   

12本の渾熱血  
廉瞥l■体ほ  

k予定  咋用 の書tを爛暮  

3－08004  2008′8ハ1  2∝帽／5／25  人赤血球1庫液（放射■照射）  男  t旧  泌尿蓼書■  0型肝炎 C聖肝炎    HOV仙（一） H（；VcAd－） a  HCV仙（一） HCV8Ad◆） 】  1性（●血憫）  NAT卜）  中。   和書位 8旦位  10／12   策、ヱ本の新鮮凍 輸血撫を上道。 熱血欺は捜    ホ鮮凛結血欺は 全て臣♯儀闇へ 供給済み。  ■■  乗回往 （▲書は肝 疾■にて死 亡．♯割と の田臭■係 はないとの 絶島匪の1 ●．）  
輸血によるその他ウイルス感染報告例（疑い例を含む。）  

供血肴札性事例  

一書蛾体とB用－D仙甘性株曾  
機体でNSりVPlttl聞恥  
の塊暮E列を比熱した繊果、  
全ての壇よモ列l土一致した。  

離転乗確欄事例  

担当医より、俣t機体の検量  
輔臭が姓性であったことから  
木綿との因果円係は否定され  
た．食事や澹外線行などの■  
匿もなく．患彙経路は不明との  
コメント亡  

輯、1書のポ♯凛  
繊血禦を製乱  
原料血禦は11車  別事の肝料血    種僻み。  

使用済み．新鮮  
凍編血♯は匿■  
♯朋へ供縮済  原料血欺は2ユ本    み。  

8／8   



2008′8／10  国内輸血例  

輸血による細菌等感染報告例（疑い例を含む。）   

人血小板■眞液（放射線照射）  

血小板製剤のセグメントチュー  

7／8   



国内輸血  例  
2083／8／10   

き血性劇作  
凧帆▲檎霊  
・扶血攣タンパ  

院内血培陣  一本の碑料血繁  
A－06008052  3－06083  2008／8／6  2（氾6／6／2（】  人血小梅瀧澤液（放射捧照射） 穐良薬：採血後3日日  女  60  血液鷹■   …L・  2000／る  仕．  鵬性  10＋位     音盤遺し、確保  中書正  画壇  

・血禦タン／くウ  
済み。  

r欠損繊暮 
欠■なし   

非溶血性刑作  
用開遽捜査  
・抗血難タンパ  

院内血嶋欄  
】本の原料血幣  

A－0608005  3－060朋  2006／も／20  2006／6／30  人赤血球■眞液 織軽業：楳血撞9日自   女  40  州 二 L二   シてノニ・  2006／8  性。  l▲性  
2暮也     を製造し、確侵  中嶋廣  匝I復  

・血攣タン／くク  
済み。  

天欠■檎董 
欠れなし   

当旬日削何の  
セグメント  
チューブでエ  
ンドトキシン  院内血培こて地霊★絶間日の  1本の即料血欒、  

痍内血欄lこて  
息書ヰ疾からもAcin●tOb鼻CtOr  1本の赤血球  

A－060000Tl  3－06098  之006／7／8  2008／7／川  新II凛縮人血療 鞭疑薬：採血後298日甘  ■  50  消化幾疾象  二∴・  200ら／7  

∧cinotob■CtOr  
MAPを上進。原  叩捜出されており．本州の可 コ  中事度  乗回檀  

もP機出。   能性は低いと考えられるとの  
採血暮号の  メントあり。   

み。赤血坤MAP  

＃網lま残っ  
は廉≠済み。  

ていない）  

皐
¢
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